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1000 r. P. m， 1500 r. P. m， 2000 r. p. m， 2500 r. p.m， 
3000 r. P. m.馬力一5p.sについてのそれぞれの組み合
わせにおける音量および音質の結果を示した.図4~図7
まで、は，音量についての r.p.m-dBの関係を示す結果
である.図 8~図11までは，音量の type-dB の関係を
示す結果である固また，その中から，代表的な一例とし
て， Main 300・Tail300・1500r，p.m.・5ps，Main 500 
・Tail300・1500r. P. m. 5ps， Main 800・Tail300・
2500 r.p.m. 5ps， Main 1000・Tail300・2500r. p. m. 
5ps，の種類について%オクターブ分析法で周波数分析し
た結果を図12~図15f乙示した.
これらの結果より， ( i )芯管断面形状が，排気騒音
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ω fr=~J~互~.(Hz) より共鳴周波数は 240 Hz 
2πV V 
附近の[直となる.また， (2) fo=N s • Z(Hz)より 1000，
1500， 2000， 2500， 3000r p.fi における基本周波数は，
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